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が
文革派の人たちの攻撃羽糾の

一
つになっ

ているのだが：） 。

軍全依は郵民の富国強兵路線を

支待している・
また生産の現場

などでも農村の一
部モデル
地区

を除いて都民の経済中心主務 、 ー

工業開発重視の政策の方がより

受け入れ
やすいのではないかと

甲山う 。とζろで今日の申国がおかれ

ているあ
る意味での社会的矛盾

を色濃
く反映した事件に昨年度

額江省杭州で起きた鈴働者の賃

上げ要
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中

鴻を持ったにち
がいない。しか

も弔辞の内谷が周恩来首相の足

跡をかえりみるばかりでな
く、

中国革
命そのものを郡小平氏の

のではない。
昨年の必れからく
資派）

といわれ
る人たちがいぜ

ナぶっ
ていた教官革命論争を中

ん潜在力
を知っ

ているのではな

心にして録初に清道大学や北京
かろうか ・
綬近の新
聞報道によ

大学構内の
時新聞で
お判が
現

るよ郡小平氏が
自分そ勘判した

中国国内の吹治情併はこのと

とろ急速に漏肉化し、
いわゆる

走資派
叫刑判が
わ
き
あ

がってき

た。いったい中国はどうな
るの

か 。毛沢東健在の今日でさ
えも

とのような状潟
だから、
ζれか

ら申国はもう一
つ
大きな変化を

迎えなければならない。
ポスト

周恩来のw本命u
とみ

られ
てい

た郎
小早副首相続判など現在の

情勢は、
在外公館の人たちでさ

えも十分つ
かみきれず 、
声怒っ

ているようだ 。私どももこうい

う的勢だから中閣に対する
塁
手で現時代まで総括したに
さ

れ、
さらに
近沢

東側近一
充

lプ

事聞を見におっ
たらしいとい
た。
とのストライキは
苦ょっ

（視点）
を幅
広
く柔放なものに
いものであっ
ただけ
げはλ革派の
の叉革派が跨っ
ている人民日報

うことがいわれている。
もしも
て抑えられたがi ・

いまの中国

しておくこ・ζが大切だ 。

人たちは心中おだやかでなかっ
な
どマスメディア 、
鐙村や
工菜
こういう状況が瓦実

だとするな．
の人たちの生活状熊は衣食に関

さて述俗的なととかもしれな
たろう 。そし

てもし毛主席
が宛

地域の一
部に郡小早
勘判が起き

らば
そう単純に事態は拘かない
し
てはよっゃ
く満ちたり 、
品物

いが 、
郡
小彩副首相が材組の宰
去したな

ら
やはり郵民
が弔辞を
た。一
時はζうした
抗判で都民
わけで中国はいぜん消動をつづ
も以前に出べればかなり盛留に

相であっ
た周感来
一面倒の追悼大
読むのではないかと連想しただ

は失脚す
るのではとささやかれ
けるのではないかと黒う 。

なっ
た＠
金を出せば都市では物

会（一
月十五日）
で一昨
辞を読
ん
ろ否

。乙のあたりに葬儀が終わ
た。
しかしま
だそのようなニユ

さらに震についても走資
派泌

が買える時代になった。
とこ
ろ

だというζとは前婚務
参
沼恩ん
っ

てから都民へ
の勤
抑運動が急

1スはな
く、
むしろ状況は乙う
判はほとんどみ

られず 、
郎氏は

が佼金は非常に仮
く、
都市の分

じる中国
人の
心的からすると大
速にはじまつ
だζとへ

のナゾを
議しているのではないかと私は

いまでも人民解
放抵の総参謀長
働者で六十5七十一% 、
盛業
従事

変な出来事である 。まし
て文化

解くカギ
があ
る
よう
な
気がす
思う 。
大訟やマスメディ
ア

だり
の
地位にある。
むしろ彼
が軍の

者
だと一一一十1
四十一
芳
平均六十

大革命の時期に部小平民を批
判J
る 。

が中国そのものとはいえな
いし
蜜要な

地位についてからは核実
元としても日芯円に換算すれば

した人や今日の時点で都民そ勤

それに
しても今回の走資
派勤
中国は
栂総な社会櫛治になっ
て
験

や人工術農の打ち上げなど国
わずか九千円ぐらいの賃金だ 。

潤
してい
る
人たち
はHζれは大
判

は
党大会とか金問人民代表大
いるから、
いま抗判が
向きてい
防の近代化 、
糾学技術の向上に

た
しかに生活必需品は安いのだ

綾なことにな
るu
という危
機窓
会な
どの会古の湯で起こ
つだも

る以外のとζろでは実務派（走
力を入れている（実はζの乙と

が、
ちょっ

とした準必需品 、
例

部

氏

の

地

位

不

動

か

軍

部

な

ど

は

し

ぜ

ん

支

持

わた 符 討 い 代月る り 相 度感て
d組織織強臨 むはにう者三怠がりまがをれとえi 五Z画 。的の 。 り はおす ti' プ d鍾轍騨盤臨 もブ対とは（人で 。貨みは何ば京 す を そ 芸 人 だアそ そ る～ロ 話襲鞭摂顎噂鰻込 のルし す自ア つ同 お金る買 力 自己q v ー の 醤 民かルうら 宮 訳語レ 議鍵際 事麗翼民 だ ジ てる 由）� て 主主まはと え 月 ij広小 方 ど 九 た国 代 らにい く 国 ， り タ 議饗総 議覆畿 と ョ ー 。地 ハ く 菌 け十つな 分 車

競持政認詰鰐民畿横議機撃 お 奪三嘉門 託料��お 宝雰 君主零封ミ請さ5帰宅事 懇饗翠議響 詩 詩集三 幹事警 待 望 主継但 i三次 可 申 は人いやで い 悩 喝讃謹聴器 鶏麓樺F L 乙 のり会 を E韮はで上さな出 市 と、 民 と 明 五 出 国 作物て部 あ る ，汁l 喝錨:W�tfoi＇＇醤F 2堅 i1'i つ の あ 業 家 は海れ る 回 害 に喜 志史認率是 主主��番号 ぷ票 、総F R墓古若 宮 馨 醤 君 主 主dゑ5若
が の つ れ 一一一一一一一一…一一一一ー ーー一 一 一一一一一一一： 一一一：－－－ . 学 ば代ん 中るにた

1 1 11 rn11持鰐期空管�f;1
－

�
－

�
－

i
－

お
＇

J � � t t i ！ �
i Pi f � ； 。 陸 選 手 議 史認雲雪道 ZなZ盟結句 芋 i i © � 宣 言 ＠ � 三

llH I］露出�！；�lil�UUi1I1 �llI1 �li 立回真 ・ 一 一一一一 一一一一一一一 一 一一一一一一一一二一一一一一－－－－· そ 怒 れ 近う後い ち

さる十一点 、
十六日開かれた山

際時事問題懇談会岡山 、
綴山会

場での議演
要旨 。



郡小平氏が一行っている股策は闘
がする。おそらく周氏はもっと

、
恩来なき閣恩来路線なので、そ
もっと生きながらえたかったろ

のζとを途めていけば周恩来勘
う。そして毛沢東なきあとの中

判になるのではないか。一部の
国を彼の描くビジョンでできる

賠訴簡でそんな批判が出ている
だけ混乱を少なく、安定した中

というζとになればまずまずそ
留に転換させてい注たかったに

う一
えざるをえない。

ちがいない。

日本の北京大使館から
送られ
そうい
う事実経過をふりかえ

てきた確実な情報だが、一月十
ってみると、
走資派狛判は単に

五日に閤怒来首相の葬儀があっ
郡小平劫判ではなく論盟的には

政策論争なら党中央委員会←出
家する文革派のJのせりuがわ
関係が改善される可能性はまっ
中国はとらえがたいと述べ
た
て全国各地から送られた天安円
都民の背後にいた周民に向けら

どでやればよいのだが、
中国で
かるような気がする。しかも国
たくないし、
当面
そういう
方向
が、
もう少し話をしぼって走資、前の献花が十九日になると全部
れていたとも思える・
最近間ら

はそういう政治のシステムがな
際環境をみても中国は一九七O
は踏緩せざるをえない。

派勘判の背景をふりかえってみ
片づけられたという＠もう一っ
かになったところによると昨年

くなっているのでなんとなく人

の全国人民代表大会には
毛沢東
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平氏などのいわゆる走資派の政‘
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かなり定義させた半面、
経済抽出

策の方が着実なように思える心
年代前半に米
中接近、
臼中箇交
文
革派の人たちは都民らの政
ょう。

不思議なζとに建図以来の総理
設叩心の
実務派省利の体州や郵

このことが都民らの潜在的な
という状祝の中で大きく転換
策を批判する一方で米関との密
都小平副首相がお判されてい
であり、あれほど偉大な筒首相
小平民の筆
頭副首相就任にたい

wmmさHになっているのではな
レ、後戻りできない時の涜れで
綾な関係を
等んでいるような気
るととはいうまでもないが、
一
の記事がそれ以来人民日報など
する不満が根日開
く残ったの
YJO

いだろうか。都民は挑判の嵐に
ある。
中国の貿易一つをみても
がする。
ウォーターゲ1ト事件
部には周恩来首相が劫判されて
に出なくなった。常識的にみて
う＠ζう考えてみると走資派劫

じっとたえていればやがて時は
八五詐は西側諸国が相手であ
で米国民に断罪されたニクソン
いる
同一新関があり、
他方では江
も半年か一年ぐらい周氏をしの
判の桜はもっともっと深いよう

利するような気
がする。まして
り、今後w誕国
強暴uを後進す
をわざわぢ特
別ぬをさし向けて
背女
史を批判した鯨新聞がある
ぷ記事が裁ってもおかしくない
な気がするのである。

毛沢東なきあとの中国を考える
るためにはまずまず貿易を広大
大歓迎した。ζのときは江背女
と聞く。これはいまの中国の
徳
見にi。

’いずれにしても
流動する
中・

ともっと有利になるのではない
せざるをえない。との政策を修
史や首相代行になった議関鋒氏
力闘争を知突に反映していると，
私は問民がM曜かに開問問であっ
国の状況はとらえがたく
モ主

か。「いまζ
そ走
資派なたたか
正
主鋭、
資本主義復活だといつ
も積臨略的応ニクソンそもてなし
黒う＠いったい周首相は走資派
たことは事実だが、昨年一月の
腐の伝途擦を浮つ江官女史な

ねば大変なことになる」と
周恩
てみたところで、
近代化
を両国ざ
ている。なぜにんなζとをしな
とどん
必関係にあったのか。
よ
全国人民代表大会を彼の政治的
どの
仔磁を
注速決く見守りた

来首
相殺儀のあと
急激に叫刑判返
す中国では受け入れられる余地
げればならなかったのか＠
大き
く考えてみると走資派
綜捕は閤
遺言の揚として、活動そのもの
い．

動をくり広げた毛沢東思想を継
はないのではなかろ一っか。中ソ
なナゾの一つである。

恩来路明献に対する
批判である・
に，かげりeがあったよγつな一気
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